
 

クラブライフを 
 

おもしろく 
 

 ちょうど昨年の今頃は、今季の資料づくりに追われていた事を

思い出します。【クラブライフをおもしろく】を主題に掲げ、楽しみ

と不安と期待が混在した複雑な心持ちであったと記憶しています。また、前期に盛大な 

２５周年例会を終え燃え尽きそうな雰囲気が漂う中、入会６年目での会長職ではありまし

たが、会長選考委員長の【人が役を選ぶのではない、役が人を選ぶ】とのお言葉に感銘

し引き受けた次第です。 

期が始まってからは【燃え尽き防止】のため、月2回のホテルでのフォーマルな例会を

基礎としてクラブ内のメンバーシップを図り、屋外でのアンフォーマルなイベントに出来る

限り参加して、他クラブのメンバーを交えた交流も図るようなクラブ運営に努めました。結

果、例会に各イベントへの参加など個々のメンバーには時間的・金銭的な負担をかけまし

たが、その負担の甲斐あって今季三名の新メンバーに恵まれたと確信しております。 

また、今季から本格的に運用しているフェイスブックも威力を発揮。縦横無尽にクラブ

の活動が広報でき、メンバー間の交流はもちろん、他クラブや京都部の情報など今までに

はない形での情報交換や交流が始まっています。今後、クラブの広報や交流には不可欠

なツールとなる事は間違いなさそうです。  

最後に、プリンスクラブ25周年記念事業の【サバエ教育キャンプ場シャワールーム新築

工事】が現在進行中です。【いつになったらできるのか？】【屋根がないとの噂は本当

か？】などの叱咤激励を受けながら、5月初旬に着工し7月初旬には竣工する【予定！？】

です。ご心配には及びません。久保田主事のご希望を100％叶えた素晴らしいシャワー

ルームが完成します（もちろん屋根もあります）ので、サバエへお越しの際はぜひご利用く

ださい。 

 慣性の法則に従えば、始めは大きな力が必要です。しかし一度転がり始めれば、あとは

それほどの力を必要とせずに転がり続けてくれた一年であったと認識しています。【クラブ

ライフをおもしろく】との主題を掲げた一年。期が始まってすぐに副会長が【名古屋転勤⇒

広義会員へ】などのアクシデントもありましたが、一番【おもしろかった】のはこの私であるこ

とは間違いありません。 
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題 

Be the light of the world   世を照らす光となろう 

Years bring wisdom   歳月は Y’ｓ をワイズ(賢者)にする 
Let Y’smen Light Shine before Others in the club, in the community, in the world  
先頭に立ってワイズの光を輝かそう クラブで、地域で、国際社会で 

『出会い』 『ふれあい』 『磨きあい』 

愛と奉仕の継続を    ～メネットのやさしさを奉仕のすみずみまで～ 

聖    

句 

  「 一年を 振り返って 」 

会長  小野 敏明 

会長主題 

５日(水) 訪問例会  
ウエルクラブの例会に参加

します。ゲストスピーカーに

馬主さんを迎えるとか。常

日頃馴染みのない世界の

話が聞けそうで、楽しみで

す。 

  

１５日(土) 引継例会 
ルーキー小野会長から、ベ

テラン三村会長へのバトン

タッチ例会。今年は、変則

スケジュールで、区大会の

前に開催です。 

６月 例会案内 

例会出席 

５月第一例会    ９名 

５月第二例会    ９名 

在籍者数     １７名 

広義会員数     ３名 

出席率     ９２.８％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手        0pt 

現 金        0円 

累 計     22,950円 

ゴルフ          9,300円 

 

 

累 計     354,737円 

５月第一例会   5,790円 

５月第二例会   2,310円 

累 計     96,960円 

神を愛する者たち、つまり、御計画に従って召された者たちには、 

万事が益となるように共に働くということを、わたしたちは知っています。 
ローマの信徒への手紙 第8章28節 

Club Office : 京都ＹＭＣＡ三条本館 京都市中京区三条通柳馬場角  TEL 075-231-4388  

評価・計画 



東海クラブの例会に出席して     荒木 利彦 

２０１3．5．1 

森 伸二郎 5月第一例会    

 ゴールデンウィーク谷間の例会とあって出席者は

少な目ながら、次期のクラブ運営に関しての報告や

見当がなされました。当初は荒木ワイズが務めるは

ずの次期会長を、彼の就任先が名古屋市という事

になり、三村ワイズにその後任をお願いすることと

なっての今日の例会です。 

 三村次期会長の主題「バランスよく協調」について

の思いが述べられました。その思いとは、三村ワイ

ズが約１０年前に初めて会長になられた時の思いと

同じで「クラブに対するメンバー個々の１００％の関

わりを求めて」という期待でした。 

 続いての役員発表では、三役に小野ワイズ（直前会長）と飯尾ワイズ（次期会長）のお二人

が副会長を、書記は森で、会計に蒔田ワイズと発表されました。またクラブ事業の活動形態と

しては、今期と同様に２つのグループに分けられているのですが、メンバー全員がそれぞれ

の事業委員長に任命され、まさしく会長主題の心、「100％の関わりを求めて」だなぁと思いま

した。 

 委員会グループは２つに分けられたものの、誰がそれぞれのグループのまとめ役になるの

か？といった質問も出たのですが、明確な回答が得られずに担当三役のリーダーシップでと

いったニアンスでその場が終わってしまった事に、次期書記としての私は不安な思いが残っ

た例会でした。  

 5月10日、名古屋東海ワイズメンズクラブの例会にメ

イクアップとして参加させて頂きました。4月28日のリ

トセン夜桜フェスタにお越し頂いていた、同クラブ鈴

木会長からお誘い頂いたことがきっかけです。 

 仕事で名古屋に来てほぼ半年が過ぎようとしていま

すが、ワイズの活動が全くできていなかったので、久

しぶりに活動ができて楽しかったです。東海クラブの

皆様との新たな出会いがあり、またその皆様から貴重

なお話をお聞きでき、さらに身をもってプリンスクラブとは異なる雰囲気を味わう事

ができ非常に勉強になりました。 

 例会後にも飲みにお声掛け頂き、時間も忘れ終電まで色々なお話を頂きました。改

めて、ワイズメンズクラブの「絆」というものを身に染みて感じました。また、時間

がある限り参加させて頂こうと思います。 

シャワールーム建設開始   サバエキャンプ場     森 伸二郎 

 プリンスクラブ設立２５周年記念事業のサバエキャンプ場シャワールーム建設が、始まりまし

た。京都ＹＭＣＡの方からは昨年の夏のキャンプに間に合わせて欲しいという要望があった

のですが、我々の方の準備不足もあって、今年の夏のキャンプ開始までにはとの思いで、設

立２５周年時の岡西会長と今期の小野会長の二人で、鍬入れ式が５月１日に行われました。 

 当初の記念事業の予算は１００万円。しかし、子供たちが安全かつ快適に使えるシャワー

ルームをとなると予算オーバー。京都在住のワイズメンの協力を得て極力出費を抑えている

のですが、ままならないのが現状。あとは、西日本区のＹサ助成金に頼らざるを得ない現状

です。次期のＹサ主任、宜しくお願いします。 

 ５月のサンライズは特筆すべき活動はなにもありません

でした。あずさ部では第３回評議会が松本で開催されまし

た。お城のすぐ前のビル(３階建て)で行われ、晴天にも恵まれ、昼食懇親会は屋上で

アルプスを遠望し、堀の向こうのお城を見ながらの素晴らしい集まりでした。しか

し、残念ながらそのビルは今年の９月に取り壊され、お堀を復元して世界遺産の登録

をチャレンジするそうです。もともとお堀を埋め立ててビルを建てたので仕方ない

とマネージャーは話していました。９月まではビアガーデンをしているとのこと、最

後の絶景を眺めに行かれてはいかがでしょう。 



ホームページ アドレス  http://www.prince-ys.com 

 ２年ぶりにファンド事業としての廣井杯ゴルフコンペが、京都大原パブリックコースで開催さ

れました。コメット１人、メネット２人、他クラブのメンバー３人、元メンバー１人それにメンバー候

補の若者１人を含む１４人が参加して、梅雨入り直前の晴天に恵まれての開催となりました。 

 小野会長は２年ぶりにクラブを握るとか、廣井ワイズも前回の廣井杯以来とか。ハンディー

キャップは最大５０。１番ホールでのティーショットミスは、１回だけ打ち直しＯＫ、何人かは、そ

の恩恵に預かったものの、結果的には常からゴルフをしている者が入賞し、優勝は産大ゴル

フ部現役の蒔田コメットでした。表彰パーティーの会場で小野会長が、練習をして来年はリベ

ンジすると宣言されました。 

5月第二例会  鴨川チャリティーラン  

 三木 貴夫 

第九回チャリティーランが北大路橋南の鴨川河川敷で行われました。天気予報では午

前中は晴れ。予報どうりだと何とか競技終了までは持ちそうな気配です。メンバーは

８時半に集合。今回はプリンス恒例のホットドックの屋台で参加しました。関西盲導

犬協会からも例年同様参加して頂きました。みんなもう慣れたもので、準備も販売も

すばらしい流れで、１５０食を早々と完売しました。競技は９時半開始。クウォー

ターマラソン、駅伝、ペアラン、グループランの順に行われ、予定どうり１２時半に

終了しました。競技参加者の方には少し暑すぎる位の気温でしたが５月の日差しの

中、楽しい一日を過ごすことが出来ました。競技終了後、表彰式と、抽選会が行われ

た模様。私、午前中で退散しましたが、皆さん良い景品がゲットできたでしょうか？ 

 

 

松田 博一 

 5月19日（日）、鴨川河川敷で恒例の「鴨川チャリティーラン」が盛大に行われ

た。いまひとつ天気には恵まれなかったが、大いに盛り上がる一日であった。私個人

は、朝から仕事があったので、お昼前の参加となってしまった。大変申し訳ないこと

であった。 

 行事の詳細は、いずれ発表されるYMCAからの報告に任せるとして、ここでは私の

感想を書かせていただくこととしたい。まずは、実行委員の皆様、本当にお疲れ様で

した。特に、我がウエルクラブの中村会長、実行委員長の重責、大変だったと思いま

す。何もお手伝いできなくてごめんなさい。でも、中村会長のおかげで、老若男女を

問わず楽しんでいただけたのではないでしょうか。 

 さて、私の感想であるが、この行事も今回で9回目を迎え、京都に定着をしてきた

のではないだろうか。そのような中、大会のコンセプトについて再考の時期をむかえ

ているように感じる。具体的には、走る距離はともかくとして、もっと大会の運営や

ランナーに対して配慮がいるのではないだろうか。多くの都市でマラソンの大会が開

かれてように、社会では市民ランナーが参加するマラソンブームをむかえているので

ある。このチャリティーランも、そういった市民ランナーが気軽に参加できる大会と

なっている。それだけに、現在のようなお祭り気分の運営でよいのだろうか。参加者

のニーズに応える、参加者の安全を守る、この２点において改善の余地があるように

思う。 

 参加者のニーズは、しっかりとした大会の運営にある。スタートからゴールまで、

個人のタイムや順位がしっかりと把握され、それが参加者に知らされることを望んで

いる。グループランやその他のカテゴリーは別にしても、距離のあるクウォーターマ

ラソンはそうであると思う。そのニーズに応えられないと参加者は今後減少していく

だろう。また、参加者が増えている中、走行中の事故も心配である。今回も救急車が

出動する場面があった。これも、参加者の安全を守る観点から、無視できない事態で

あったと思う。 

 以上の点から、ワイズの力を大会の運営に集中させるほうが良いのではないかと

思っている。食べ物の屋台があったり、抽選会があるのも楽しくてよいと思うが、今

現在はそうではないように感じている。 

 皆さんも様々なご意見をお持ちだと思うが、ここにきて、議論の場が必要であるよ

うに感じる。 

2013.5.19 

廣井杯ゴルフコンペ 
2013.5.26 

森 伸二郎 



１．公益財団法人京都ＹＭＣＡ第２回会員協議会の

ご案内 

公益財団法人京都ＹＭＣＡでは、すべての普通会員

を対象とした会員協議会を開催いたします。会員協

議会は、ボランティアグループメンバーやボランティ

アリーダーなどの基本会員、ワイズメンを含めた維

持会員（Ａ・Ｂ）すべての人を対象としたイベントで

す。 この会では、ボランティアグループの日常の活

動紹介や各種表彰などを行い、京都ＹＭＣＡに集ま

る人々の様々な活動を知るとともに、会員相互の交

流の場として行われるものです。 この日はワイズメ

ンも京都ＹＭＣＡの維持会員としてＹＭＣＡのボラン

ティアやリーダーなどと一緒に会員協議会を盛り上

げていただきたいと思います。 多くの方のご参加を

お待ちしています。また当日プログラムで各クラブの

年間奉仕に対する感謝状をお渡ししますので、会長

もしくは代理の方は参加をお願いします。 

開催日時 ２０１３年６月２８日（金）  

午後７時(予定)～９時 

会場 京都YMCA 地階マナホール 

会員協議会内容  各ボランティアグループ活動報

告、交流、感謝状贈呈他 

公益財団法人京都ＹＭＣＡ事業報告等 

２．ＹＭＣＡサマープログラム参加者募集！ 

ＹＭＣＡでは今年の夏も、子ども達のための楽しい

キャンプやスクールを準備しています。全てのプロ

グラムは、まずはお電話にてご予約ください。 

受付日時 キャンプ、デイキャンプ  

会員・会友 ６月７日（金）～１０日(月) 

受付時間 午前１０時～午後７時 

会員・会友・一般  ６月１１日（火）～ 

受付時間  午前１０時～午後７時   

電話（075）231-4388 （お問合せ左記電話まで）  

会員先行申し込み期間の６月６日（木)～１０日（月）

の期間に限り電話に加えＦＡＸ・Ｅメールでもお申し

込みいただけます。 

ＦＡＸ（０７５）２５１－０９７０／  

メールｃａｍｐmoushikomi＠ｋｙｏｔｏｙｍｃａ.ｏｒｇ 

短期集中スイミングスクール、鉄棒・とび箱が好きになる教室、幼

児わくわく体育教室 

会員・会友 ６月７日(金)  午前１０時～ 

会員・会友・一般 ６月７日（金） 午後２時～ 

電話 ０７５－２５５－４７０９（お問い合わせも左記電話まで） 

３．京都ＹＭＣＡリトリートセンター夏季準備ワークご協力のお願い 

京都ＹＭＣＡリトリートセンター夏季準備ワークご協力のお願い。

夏季利用の前の準備ワークを下記日程で予定しております。今年

も多くの方が利用されます。利用者が安全に快適に、活動できる

よう準備いたしたく、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

実施日 ２０１３年７月１４日(日) 

集合 午前９時３０分  解散 午後３時頃 

内容 草刈・施設清掃・整備など 

お問合せ 京都ＹＭＣＡリトリートセンター事務局藤尾 電話(０７５)

２３１－４３８８ 

４.京都ＹＭＣＡサバエ教育キャンプ場設営ワークご協力のお願い 

サマーキャンプの季節が近づいてきました。たくさんの子ども達が

サバエ教育キャンプ場で貴重なひと時を過ごし、成長する事が出

来るのも長年にわたるワイズメンズクラブの皆様のお支えの賜物

と感謝致しております。今年も以下の日程で設営ワークを予定し

ております。皆様のご協力をお願いいたします。  

実施日 ２０１３年６月３０日(日)・７月７日（日） 

集合  午前８時５０分(サバエ教育キャンプ場滋賀県近江八幡市) 

解散  午後３時(サバエ教育キャンプ場滋賀県近江八幡市)  

※昼食をＹＭＣＡで用意させて頂きます。 

※まもなく詳しい案内を各クラブにお配りします。恐れ入りますが、

ご参加いただく人数を６月１２日（水）までに ＹＭＣＡサバエキャン

プ場 担当 中村 までお知らせください。 

電話(０７５)２３１－４３８８   ＦＡＸ（０７５）２５１－０９７０ 

５．ボランティアセミナーのご案内  

がん患者さんとそのご家族へ 第77回 苦しみ、悩み、不安を共

有しませんか。 この会は患者さんとそのご家族が抱いている苦

しみや悩みについて、患者さん同士、そのご家族同士が話し合

い、がんとうまく付き合うための情報交換の場です。 

日時 ６月１５日(土) 午後７時～９時 

場所 京都ＹＭＣＡ(三条柳馬場) 

参加費  お一人 ３００円(お茶代等)    

お申込は下記お電話または vb@kyotoymca.or.jp  まで 

 ５日(水) 第一例会 

  19:00  グランドプリンスホテル 

１５日(土) 引継例会 

  18:00  グランドプリンスホテル 

１６日(日) 京都部評議会 

  10:00  京都ＹＭＣＡ 

２２日(土)～２３日(日) 

      第１６回西日本区大会 

  13:00  名古屋能楽堂 

２６日(水) 引継役員会 

  19:00  京都ＹＭＣＡ 

6月 スケジュール 
  

承認された事項 

●斉藤謙治氏入会の件 

●サバエシャワールーム建設費不足分は

記念誌作成費用を流用する件 

●引継例会登録費 メン：2千円 メネッ

ト：6千円 コメット：3千円 ゲスト：1

万円 ウエル：1万円  

  

  ３日 田中 邦昭 

 ３０日 荒木 利彦 

今期最後のブリテンになりま

す。メンバ－数が少ない為、

再三にわたって原稿依頼致し

ましたが、皆さん快く引き受

けていただいて感謝します。

ありがとうございました。 




